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（食品系廃棄物） 粗破砕機

亜臨界水
反応装置
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選別機
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⑦（分離液）
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⑧（放流）

⑪発電・売電 ガス供給

①
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水処理

①
メタン発酵槽 ④ 固液分離

（不適物）

⑤ （発酵残滓）

⑨（バイオガス）

⑥（分離液）

⑧（希釈水）

③資源化
最終処分

⑦（放流）

⑩発電・売電 ガス供給

②





共和加工㈱益子プラント

GCMS定性分析

安全性・機能性の分析

事業系一般廃棄物収集
（栃木県芳賀郡益子町）

亜臨界水前処理効果分析

利用者へのヒアリング等も

踏まえた事業性の検討

成

果

の

ま

と

め

亜臨界水前処理組み込み

メタン発酵システム

大規模～小規模（3ケース）

トータルコスト・事業性分析



【ポリエチレンの構造】

亜臨界水処理効果（ポリエチレン類）

〇炭素原子が 本の腕で他の炭素原子 個と結合。

結合は強力で切れにくい。

水を寄せ付けず（疎水性）、加水分解が起こらない。

（想定）亜臨界水処理効果（加水分解）

亜臨界水がポリエチレンの鎖状構造を断ち切る。

断ち切られた鎖の端部の炭素に水酸基（ ）が結合。

別の端部に水素基（ ）が結合し、高級アルコールに

転換される。

原図：朝日新聞記事

（参考）タンパク質の加水分解












